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OPTICAL INTERNAL URETHROTOMY AFTER TRAUMATIC 
         DISRUPTION OF THE URETHRA
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                       (Chief: Dr. Y. Arai)
   We report 4 cases of complete traumatic disruption of urethra treated by endoscopic manage-
ment, core-through optical internal urethrotomy. A direct vision urethrotome was used to incise 
the totally obliterated urethra with transvesical endoscopic guidance and digital rectal or  perinea] 
control. Postoperatively, the patients required an average of 1.3 subsequent urethrotomies. The 
results were satisfactory in three cases and one case was under observation. All patients were con-
tinent and three of them were potent. 
   We suggest that the endoscopic approach should be considered as an initial procedure for restor-
ing urethral continuity prior to more extensive surgical repair. 
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緒 言
尿 道狭 窄 に 対す る 内尿 道 切 開 術internalurethro-
tomyの良 好 な 手術 成 績 は,こ れ まで 多 数 報告 され て
い る.近 年,directvisionurethrotomeの出現 に よ
り,直 視 下 に 施行 で き るた め そ の 安 全性 か ら も繁 用 さ
れ る よ うに な った1-3).また そ の適 応 も拡 大 さ れ つ つ
あ る.し か し,外 傷 性 の 尿 道 離 断症 例 に 対 して 本 法 を
適応 した報 告 はい まだ 少 な い'1-8).今回わ れ わ れ は 外
傷に よ って 尿 道 が 断 裂 ・閉 塞 した症 例 に 対 してdirect
visionurethrotomeを用 い て 内尿 道 切 開 術 を行 な い,
良好 な成 績 が 得 られ た の で報 告 す る(Table1).

























































































































ヵ月後,尿 道球部に7mm長 の完全離断が認 め られ
た(Fig.3A).膀胱痩から挿入 した金属 ブジーを ガ
イ ドとして内尿道切開術を行なった.術 後iヵ 月目に
内尿道切開を一度追加したが,特 に合併症はみられな













































































外 傷 性 の 尿 道 離 断 に対 す る治療 法 は,経 恥 骨 式9・11),
経 会 陰 式 且0),また は そ の併 用9・15)によ る開 放 術式 が一
般 的 で あ った.最 近,優 秀 なdirectvisionurethro-
tomcの 出現 に よ り,尿 道 の 完 全離 断 症 例 に 対 し て
も,よ り侵襲 の少 ない 内尿 道 切開 術 の試 み が 報告 され
る よ うに な った4-A).Guptaら6)はそ の 手 術 様 式 か
ら,本 法 をcore-throughopticalinternalurethro-
tomyと呼 ん で い る。 そ の 多 くは後 部 尿 道 の 外傷 性 離
断 に 対 して 行 なわ れ た もの で あ るが,わ れ わ れ の症 例
は前 部 尿 道 の場 合 で も本 法 が 充分 応 用 可 能 な こ とを示
して い る(Table1).
手 術 に 先 立 って,離 断 した 尿道 の解 剖 学 的 位置,離
断 幅,切 開す ぺ き方 向,に つ い て正 確 な 情 報 を得 て お
くこ とが 重要 で あ る6).その ため に は,逆 行 性 尿 道 造



















































































































































7)安 田 耕 作 ・村 上 光 右 ・浜 年 樹 ・中 山 朝 行 ・真 田
寿 彦 ・北 村 温 ・島 崎 淳=後 部 尿 道 損 傷 に よ る




























15)井 上 武 夫=後 部 尿 道 挾 窄 の 手 術 一 特 にpull・
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